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平成28年３月期通期連結業績と前期実績との差異に関するお知らせ 

 
当社は、平成28年３月期（平成27年４月１日～平成28年３月31日）における通期連結業績につきまして、前
期実績との差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 
 

記 

 

１．平成 28 年 3月期通期連結業績と前期実績との差異 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

1 株当たり 
当 期純利益 

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （ 円 ） 

前期実績 
平成 27年 3 月期 (Ａ) 36,951 2,226 2,322 940 37.04 

今回発表業績 
平成 28年 3 月期 

(Ｂ) 42,695 3,172 3,208 2,249 90.59 

増減額 (Ｂ－Ａ) 5,743 946 885 1,309  

増減率 (％) 15.5 42.5 38.2 139.2  

 

２．差異が生じた理由 

平成 28年３月期の連結業績は、売上高は前期比 15.5％の増収となり、営業利益は前期比 42.5％の増

益、経常利益は前期比 38.2％の増益となりました。これら増収増益の要因に加え、前期の実績値にお

いて平成 27 年度税制改正（法人実効税率の引き下げおよび欠損金控除限度額の縮小）に伴う繰延税金

資産の取崩しにより、前期の当期純利益が 940百万円であったため、当期純利益は前期比 139.2％の増

益となりました。 

詳細につきましては、本日公表いたしました「平成 28 年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご

参照ください。 

 

以 上 


